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沖
縄
の
外
来
種
問
題
と
対
策
 

（
主
に
哺
乳
類
・
爬
虫
類
・
両
生
類
に
つ
い
て
）
 

八
千
代
工
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
 

1
 
1

圭
 
ユ
 

九
州
支
店
環
境
部
沖
縄
事
務
所
 

‘
 
J

牙

ブ

 

一
．
は
じ
め
に
 

沖
縄
で
は
、
こ
れ
ま
で
植
物
で
は
七
 

〇
〇
種
以
上
、
脊
椎
動
物
で
は
一
五
〇
 

種
以
上
、
無
脊
椎
動
物
で
は
五
〇
〇
種
 

以
上
と
多
く
の
外
来
種
の
侵
入
・
定
着
 

（

※

1

】
 

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
特
定
外
来
生
物
 

は
二
七
種
の
確
認
（
定
着
ま
た
は
記
 

録
）
が
あ
る
。
ま
た
、
国
外
か
ら
の
侵
 

入
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
他
の
地
域
か
 

ら
持
ち
込
ま
れ
た
国
内
外
来
種
も
多
い
。
 

例
え
ば
、
本
土
の
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
が
、
 

ネ
ズ
ミ
の
駆
除
を
目
的
に
一
九
六
〇
年
 

代
を
中
心
に
多
数
の
島
に
持
ち
込
ま
れ
、
 

現
在
も
慶
良
間
諸
島
や
大
東
諸
島
、
宮
 

古
諸
島
な
ど
に
定
着
し
て
い
る
。
最
近
 

で
は
、
渡
嘉
敷
島
や
宮
古
島
に
持
ち
込
 

ま
れ
た
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
が
野
生
化
し
 

て
急
速
に
個
体
数
を
増
や
し
、
農
業
被
 

害
や
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
深
刻
な
問
 

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
重
山
諸
 

島
に
生
息
す
る
サ
キ
シ
マ
ハ
ブ
が
沖
縄
 

島
に
定
着
し
、
宮
古
諸
島
の
ミ
ヤ
コ
ヒ
 

キ
ガ
エ
ル
が
大
東
諸
島
に
生
息
す
る
な
 

ど
、
島
嶼
間
の
移
動
に
よ
る
外
来
種
問
 

題
も
あ
る
。
 

意
図
的
に
持
ち
込
ま
れ
る
外
来
種
以
 

外
に
も
、
物
資
等
に
紛
れ
て
非
意
図
的
 

に
侵
入
す
る
外
来
種
の
リ
ス
ク
も
高
ま
 

っ
て
い
る
。
 
例
え
ば
、
シ
ロ
ア
ゴ
ガ
エ
 

ル
は
、
 

一
九
六
四
年
に
沖
縄
島
で
初
め
 

て
記
録
さ
れ
て
以
降
、
急
速
に
分
布
を
 

拡
大
さ
せ
、
多
く
の
島
に
侵
入
し
た
。
 

物
資
混
入
に
よ
る
拡
散
と
考
え
ら
れ
、
 

現
在
も
さ
ら
に
分
布
を
拡
げ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
は
島
嶼
と
い
う
 

地
理
的
特
徴
も
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
外
 

来
種
の
侵
入
・
定
着
が
確
認
さ
れ
て
お
 

り
、
生
態
系
へ
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
 

な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

一
一
．
沖
縄
県
対
策
外
来
種
リ
ス
ト
と
 

沖
縄
県
外
来
種
対
策
行
動
計
画
 

こ
の
よ
う
な
外
来
種
問
題
に
対
し
、
 

沖
縄
県
で
は
二
〇
一
八
年
に
「
沖
縄
県
 

外
来
種
対
策
指
針
」
お
よ
び
「
沖
縄
県
 

対
策
外
来
種
リ
ス
ト
」
を
策
定
し
た
。
 

「
沖
縄
県
対
策
外
来
種
リ
ス
ト
」
で
は
、
 

防
除
対
策
外
来
種
と
し
て
一
五
七
種
 

（
重
点
対
策
種
一
一
四
種
、
対
策
種
】
 

一
四
三
種
）
、
定
着
予
防
外
来
種
と
し
 

て
二
一
一
種
（
重
点
予
防
種
】
六
種
、
 

予
防
種
】
二
〇
五
種
）
、
産
業
管
理
外
 

来
種
と
し
て
三
種
が
選
定
さ
れ
、
対
策
 

を
要
す
る
外
来
種
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
は
、
具
体
的
な
 

取
り
組
み
の
計
画
を
示
す
「
沖
縄
県
外
 

来
種
対
策
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
 

さ
ら
に
重
点
対
策
種
に
お
け
る
「
防
除
 

計
画
」
、
重
点
予
防
種
に
お
け
る
「
早
 

期
発
見
・
防
除
計
画
」
、
産
業
管
理
外
 

来
種
に
お
け
る
「
適
正
管
理
計
画
」
が
、
 

（
※
2
〕 

種
ご
と
に
策
定
さ
れ
た
。
現
在
、
沖
縄
 

県
で
は
、
重
点
対
策
種
を
対
象
に
、
こ
 

の
防
除
計
画
に
基
づ
い
た
防
除
事
業
が
 

実
施
さ
れ
て
い
る
（
一
部
の
種
を
除
く
）
。
 

三
．
具
体
的
な
防
除
の
 

取
り
組
み
 

実
際
の
防
除
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

一
部
を
紹
介
す
る
。
 

①
マ
ン
グ
ー
ス
（
フ
イ
リ
マ
ン
グ
ー
ス
）
 

ハ
ブ
や
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
を
目
的
に
、
 

一
九
一
〇
年
に
沖
縄
島
南
部
に
放
さ
れ
 

た
一
七
頭
の
マ
ン
グ
ー
ス
。
 
一
九
九
〇
 

年
代
に
は
北
部
の
や
ん
ば
る
の
森
に
侵
 

入
し
、
希
少
種
の
捕
食
な
ど
生
態
系
へ
 

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
二
〇
 

〇
〇
年
に
沖
縄
県
が
、
二
〇
〇
一
年
に
 

環
境
省
が
わ
な
に
よ
る
本
格
的
な
捕
獲
 

事
業
を
開
始
し
た
。
筆
者
が
所
属
す
る
 

八
千
代
ェ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
で
は
、
 

沖
縄
県
自
然
保
護
課
の
委
託
を
受
け
て
 

マ
ン
グ
ー
ス
対
策
事
業
に
開
始
当
初
か
 

ら
携
わ
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
 

や
ん
ば
る
へ
の
マ
ン
グ
ー
ス
の
侵
入
を
 

（
※
3
〕 

防
ぐ
北
上
防
止
柵
（
第
一
柵
）
を
設
置
 

し
、
柵
北
側
の
や
ん
ば
る
地
域
で
の
捕
 

獲
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
 

（
図
1
、
写
真
1
）
。
さ
ら
に
、
従
来
の
 

わ
な
を
警
戒
す
る
ト
ラ
ッ
プ
シ
ャ
イ
の
 

個
体
が
残
 

存
す
る
状
 

況
に
対
し
、
 

当
社
で
は
 

警
戒
さ
れ
 

に
く
い
新
 

規
わ
な
の
 

開
発
や
マ
 

ン
グ
ー
ス
 

ぐ 太宜 

第一柵 

,
 

大
臓
ダ
 

r 
図1 マングース北上防止柵の位置図 

（現在、第三柵以北でマング 

ースの捕獲が行われている） 
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探
索
犬
の
育
 

成
・
導
入
に
 

よ
り
残
存
個
 

体
を
効
率
的
 

に
捕
獲
し
、
 

低
密
度
化
を
 

達
成
し
て
き
 

」顧r 編 

写真1 マングース北上防止 

柵（第一柵） 

た
。
近
年
、
マ
ン
グ
ー
ス
の
減
少
に
伴
 

い
、
希
少
種
で
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
 

の
分
布
回
復
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
捕
獲
技
術
は
、
や
ん
ば
る
 

地
域
か
ら
の
マ
ン
グ
ー
ス
完
全
排
除
を
 

目
指
す
本
事
業
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
 

り
、
次
に
紹
介
す
る
イ
タ
チ
の
防
除
で
 

も
導
入
し
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
。
 

②
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
 

希
少
種
捕
食
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
 

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
宮
古
諸
島
 

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
た
防
除
事
業
が
行
 

わ
れ
て
い
る
。
当
社
に
よ
る
食
性
調
査
 

（
糞
分
析
）
で
は
、
ミ
ヤ
コ
カ
ナ
ヘ
ビ
な
 

ど
同
地
域
固
有
の
希
少
爬
虫
類
が
イ
タ
 

チ
に
捕
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
初
め
て
 

確
認
さ
れ
た
。
マ
ン
グ
ー
ス
事
業
で
開
 

発
し
た
新
規
捕
獲
わ
な
や
探
索
犬
に
よ
 

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
駆
使
し
、
効
果
 

的
・
効
率
的
な
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

③
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
、
タ
イ
ワ
ン
ス
ジ
オ
 

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
（
写
真
2
）
は
 

ア
メ
リ
カ
原
産
の
ト
カ
ゲ
類
で
、
沖
縄
 

で
は
沖
縄
島
南
 

A
」 

・曹H

、
・
●
，
I
 

部
や
座
間
味
島
 

．・ 

？
柵
、
、
 

二 

い
霧
携
一
『
驚
、
×
 

当
社
で
は
、
粘
 

＼
×
）
 

‘中 

着
ト
ラ
ッ
プ
を
 

、 

・ 

レA
、 

i
A
 

・
 

用
い
た
捕
獲
に
 

よ
り
低
密
度
化
や
分
布
調
査
を
行
っ
て
 

い
る
が
、
定
着
地
域
以
外
で
の
目
撃
や
 

捕
獲
例
も
あ
り
、
車
両
や
物
資
等
混
入
 

に
よ
る
拡
散
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
 

タ
イ
ワ
ン
ス
 

ジ
オ
（
写
真
3
) 

は
台
湾
原
産
の
 

ヘ
ビ
類
で
、
沖
 

縄
島
中
部
を
中
 

心
に
広
く
定
着
 

し
て
い
る
。
全
 

・

‘

「

 

『
瓦
 

「
二
／
/
 

メ
 

「・黄‘ 

、販弓 

」
 

長
最
大
二
・
七
m

に
達
す
る
大
型
種
で
、
 

タ
イ
ワ
ン
ス
ジ
オ
用
に
開
発
し
た
わ
な
 

に
よ
る
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
 

ン
ア
ノ
ー
ル
と
同
様
、
物
資
混
入
に
よ
 

る
拡
散
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
外
来
爬
虫
類
が
北
部
の
 

や
ん
ば
る
地
域
に
侵
入
し
て
し
ま
う
と
 

防
除
が
非
常
に
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
 

拡
散
防
止
対
策
と
初
期
防
除
の
体
制
構
 

築
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
目
撃
情
報
提
 

供
の
呼
び
か
け
や
普
及
啓
発
を
図
る
必
 

要
が
あ
る
。
 

写真2 グリーンアノール 写真3 タイワンスジオ 

四
．
早
期
発
見
・
早
期
対
策
の
 

重
要
性
 

外
来
種
の
定
着
を
防
ぐ
に
は
、
早
期
 

発
見
・
早
期
対
策
が
最
も
重
要
と
な
る
。
 

侵
入
の
初
期
段
階
で
あ
れ
ば
、
早
期
の
 

集
中
的
な
防
除
に
よ
り
根
絶
が
可
能
で
 

あ
り
、
生
態
系
等
に
与
え
る
影
響
も
最
 

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。
 

二
〇
一
一
年
八
月
、
沖
縄
島
の
浦
添
 

市
で
中
南
米
原
産
の
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
 

が
発
見
さ
れ
、
す
ぐ
に
関
係
機
関
（
浦
 

添
市
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
県
、
環
境
省
、
 

在
沖
米
軍
海
兵
隊
）
が
連
携
し
て
捕
獲
 

作
業
を
開
始
し
た
。
地
域
住
民
か
ら
の
 

情
報
提
供
も
あ
り
、
二
〇
一
三
年
ま
で
 

に
約
七
〇
〇
個
体
を
捕
獲
し
た
結
果
、
 

極
低
密
度
状
態
に
至
り
根
絶
間
近
に
な
 

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
 

に
、
早
期
発
見
に
よ
り
分
布
拡
大
前
に
 

捕
獲
を
開
始
し
、
ま
た
関
係
機
関
や
地
 

域
住
民
が
協
力
す
る
こ
と
で
迅
速
に
対
 

応
で
き
た
こ
と
が
防
除
の
成
功
に
つ
な
 

が
っ
た
と
言
え
る
。
 

五
．
お
わ
り
に
 

外
来
種
対
策
は
、
行
政
や
事
業
者
に
 

よ
る
捕
獲
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

関
係
機
関
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
 

住
民
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
地
域
 

住
民
が
外
来
種
侵
入
の
監
視
の
目
と
な
 

れ
ば
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
ま
た
住
民
 

参
加
に
よ
る
駆
除
も
有
効
な
場
合
が
あ
 

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
普
及
啓
発
や
環
境
 

教
育
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
り
、
そ
 

し
て
何
よ
り
私
た
ち
一
人
一
人
が
外
来
種
 

対
策
の
重
要
性
を
認
識
し
、
社
会
全
体
 

で
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

※
1
 

「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
 

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
外
来
生
物
法
）
」
に
 

よ
り
指
定
さ
れ
た
侵
略
的
外
来
生
物
。
飼
育
や
 

移
動
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
厳
し
く
規
制
 

さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
定
め
 

ら
れ
て
い
る
。
 

※
2
 

策
定
さ
れ
た
内
容
は
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ぺ
ー
 

ジ（
https
ー
ミ
国
目
国
・
pref
・o
kina
国m
・に
・jp
、
site
、 

オm
ロ片叫o
、
sh
》zen
＼「o
加o
、
gairaisyutaisakush1 

shin
・ht
邑
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
 

※
3
 

北
上
防
止
柵
に
は
道
路
や
水
管
な
ど
の
抜
 

け
が
あ
り
、
侵
入
を
完
全
に
防
ぐ
も
の
で
は
な
 

い
。
現
在
は
第
一
柵
ー
第
三
柵
ま
で
設
置
す
る
 

こ
と
で
三
重
扉
の
よ
う
な
構
造
に
し
て
第
三
柵
 

以
北
で
捕
獲
を
行
い
、
さ
ら
に
抜
け
の
周
辺
で
 

は
集
中
的
に
捕
獲
す
る
こ
と
で
抜
け
か
ら
の
侵
 

中
川
 
雅
允
●
な
か
が
わ
 
ま
さ
の
ぶ
 

東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
了
。
 

八
千
代
ェ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
九
 

州
支
店
環
境
部
沖
縄
事
務
所
。
 

技
術
士
（
環
境
部
門
自
然
環
境
保
全
）
。
 

当
社
は
沖
縄
県
の
マ
ン
グ
ー
ス
対
策
事
業
に
 

開
始
当
初
か
ら
携
わ
り
、
北
上
防
止
柵
の
設
 

置
や
探
索
犬
の
導
入
な
ど
に
よ
り
低
密
度
化
 

の
達
成
に
貢
献
。
防
除
計
画
の
策
定
や
米
軍
 

基
地
内
の
外
来
種
捕
獲
な
ど
、
沖
縄
の
外
来
 

種
対
策
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
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